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レポート
1

１．はじめに

これまでの｢特殊教育｣の枠組みの中では，「聴覚障害

に他の障害が重複する子どもをどの学校に措置するか

は，その子どもの教育要求をどのように評価するか」（中

野 1996）が問われてきた。武田ら（2006）は，盲・聾・

養護学校に在籍する聴覚障害重複児の実態調査を通して

｢ 聴覚障害重複児においては単一の聴覚障害児の教育的

ニーズにも増して，個体要因だけでなく環境要因やその

相互作用を考慮に入れた支援が求められている ｣ として

いる。｢ 特別支援教育 ｣ が始まり，障害の種類や程度で

はなく，一人ひとりの教育的ニーズに応じた教育を展開

していく上で基本となる考え方ととらえられる。

さて，2006 年３月，日本耳鼻咽喉科学会は「小児の

人工内耳適応基準」の見直しを発表した。適応年齢の引

き下げとともにそれまで禁忌とされてきた重複先天性障

害への適応も認められるようになった。前提条件として

「手術前から術後の療育に至るまで，家族および医療施

設内外の専門職種との一貫した協力体制がとれているこ

と」があげられている。広汎性発達障害等の重複先天性

障害については，特に「術後の療育にかかわる人達の理

解と見解の共通性」｢ 人工内耳による聴覚補償が有効で

あるとする予測｣が求められている。当然のことながら，

人工内耳装用が当該幼児にとって全面的な発達を促すも

のとして寄与することが大前提となる。

重複障害児と聴覚活用の関係については，これまで武

田ら（1999）により，音声言語の獲得が難しいと思われ

る重複障害児において，補聴器による聴覚活用の促進に

より自傷行動や常同行動が軽減された多数の例が報告さ

れている。最近では，ADHDを合併した人工内耳装用児

において，装用後 2 年間で ADHD の諸症状が軽減，それ

と比例して言語・認知心理学的諸能力の改善が認められ

た例について報告（森ら2007）がある。

一方，発達障害を併せ有する幼児には正確な聴力検査

がされにくく，補聴器の調整や聴力閾値確定が困難であ

ることは周知の事実であり，その根底には傾聴態度や応

答性の問題も指摘されている(黒田2004)。人工内耳の適

用に関しては上述の問題と相俟って電気刺激に拒否反応

を起こし外してしまうという問題が挙げられている（田

内2006）。

行動上の問題の改善と対人意識やコミュニケーション

の育ち，認知発達は，聴覚活用と相互に密接な関連があ

ると思われる。そのような視点に立った時，人工内耳装

用の重複障害児にとって，いかなる教育的支援が求めら

れるのであろうか。

筆者らは，入学時，人工内耳による聴覚活用が十分に

行われず，また，物投げや逸脱など不適切なコミュニケー

ション行動が顕著に見られた幼児について，他機関との

連携により ｢ 個別の教育支援計画 ｣ 作成とそれに基づく

支援を実施した。

本報告は知的障害養護学校幼稚部における聴覚障害重

知的障害養護学校幼稚部における
聴覚障害重複児の支援の取り組み

― ｢ 個別の教育支援計画 ｣ に基づく日々の支援と他機関との連携―
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知的障害を併せ有する聴覚障害児にとって，聴覚の活用やコミュニケーション能力の向上や問題となる行動の軽減には，

知的発達を含む多側面からの発達支援が求められる。人工内耳装用後も聴覚活用が進まず，誤ったコミュニケーション方

法としてとしてさまざまな行動上の問題が出現していた聴覚障害重複児が，知的障害養護学校幼稚部に在籍した。｢ 個別

の教育支援計画 ｣ に基づく日々の支援と他機関との連携における２年間の取り組みにおいて，認知発達やコミュニケーショ

ンスキルの獲得がみられ，行動上の問題が減少した。合わせて聴力検査の実施や人工内耳マッピングが可能になり，聴覚

活用にも改善が見られた。

重複障害児にとって，特に幼児期には障害の特性への配慮とともに，諸側面の発達を促していく支援が求められること，

そのための関係機関の連携が不可欠であることが確認された。
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複児の2年間の教育をまとめたものである。

２．方法

（１）対象児について

1）本校入学に至る経緯

3 歳 9 ヶ月時，附属聾学校にて乳幼児教育相談を受け

る。知的障害を伴うことから本校でも教育相談を実施し

た。主訴は，難聴幼児通園施設（以下，通園施設）に通っ

ているが，集団活動に参加することが厳しい状況であり，

知的な面での指導を受けたいとのことであった。

当初インテークした聾学校担当者からは以下のような

意見が述べられた。

・�聴力損失は裸耳 110dB であるが，聴覚障害発見が遅

かったこと，半年前に人工内耳装用手術を済ませたこ

となどを考え合わせ，今後聴覚活用がなされれば，聴

取力の向上が見込まれる。

・�現在の本児は，注意の転導，多動が激しく，聾学校に

おける言語獲得のための指導より，コミュニケーショ

ンや行動面に重点をおいた養護学校での指導が必要と

思われる。

それまで，本校の入学については，「重い重複でない

こと」という規定があったが「重い」をどう判断するか

については意見の分かれるところであり，その点では入

学について異議も唱えられた。しかし，折りしも，附属

学校中期目標において「特別支援学校として機能的統合

を行う」という方針が打ち出されており，在籍児を通し

て特別支援教育研究センターや聾学校との連携研究を行

うことは，今後の「特別支援学校」のあり方を模索する

上でも必要なこととして確認された。

2）入学時アセスメント

①保護者からの情報

生育歴

　1歳6 ヶ月	 健診にて相談

	 ｢様子を見ましょう｣

　1歳10 ヶ月	 ABR検査　高度難聴の診断

　2歳1 ヶ月	 難聴幼児通園施設通園開始

	 補聴器装用開始

　3歳3 ヶ月	 人工内耳装用手術

　3歳４ヶ月	 初音入れ

　4歳4 ヶ月	 養護学校幼稚部入学　

　4歳11 ヶ月	� 小児精神科受診。	  

（発達障害についての診断は保留）

質問紙調査（4歳4 ヶ月時）

　乳幼児精神発達質問紙（津守・稲毛式）

運動，探索・操作―36 ヶ月

社会　　　　　　―31 ヶ月

食事・排泄・生活習慣―30 ～ 36 ヶ月

理解　　　　　　　　―24 ヶ月

言語　　　　　　　　―測定不能

入学時の保護者の願いは，身辺自立，安全な歩行，人

とのやり取りや分かり合えるコミュニケーションの獲

得，特に行動の前に要求や意思を伝えられるようになっ

て欲しいとのことであった。療育については聴覚活用と

知的発達面に関する指導の両方がバランスよく保障され

ることが期待として語られた。　

②通園施設からの情報

入学前の引継ぎによれば，聴覚活用に関して以下の通

りの情報が得られた。

人工内耳術後 5 ヶ月目（3 歳９ヶ月時）で，大きな音

刺激への拒否反応が出て，約 4 ヶ月人工内耳を装着でき

ずにいた。その間は補聴器を使用した。結果的に補聴器

の活用に至り，身振り言語の出現や選択など行動上の変

化が現れた。

4 歳 7 ヶ月の時，通園施設でのマッピングが可能にな

る。（オージオグラムは図１）環境音への気づきが見ら

れるので，音源の確認を促している（通園施設ＳＴ「訓

練経過」より）。

（２）｢ 個別の教育支援計画 ｣ 策定

前項の入学時アセスメントと入学後の行動観察，連携

機関（通園施設，特別支援教育研究センター）及び保護

者との協議を経て，表１の通り，目標，指導機会，手だ

　図１　　オージオグラム（4歳7 ヶ月時）
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ン
や

カ
ー

ド
の

使
用

で
，

順
番

を
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

。
・

�タ
イ

ム
タ

イ
マ

ー
や

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

ボ
ー

ド
の

利
用

に
よ

り
見

通
し

を
持

っ
て

参
加

で
き

る
よ

う
配

慮
す

る
。

社 会 性 領 域

・
�少

し
ず

つ
子

ど
も

に
笑

い
か

け
る

こ
と

も
多

く
な

っ
て

き
ま

し
た

が
基

本
的

に
は

大
人

が
好

き
(保

護
者

記
入

，
入

学
時

調
査

書
よ

り
X

－
１

年
12

月
)

・
�友

だ
ち

へ
の

関
心

を
，

髪
を

握
る

，
体

に
し

が
み

つ
く

，
鼻

を
つ

ま
む

等
の

行
為

で
示

す
（

療
育

機
関

Ｓ
Ｔ

来
訪

。
情

報
交

換
よ

り
６

/3
）

・
友

だ
ち

に
接

近
し

，
あ

ち
こ

ち
触

る
(4

/1
8)

・
�友

だ
ち

が
太

鼓
を

た
た

い
て

い
る

と
横

に
並

ん
で

一
緒

に
た

た
く

。
(4

/1
9)

・
友

だ
ち

の
目

に
指

を
伸

ば
す

(4
/2

2)

・
�と

も
だ

ち
と

一
緒

の
遊

び
を

経
験

し
，

友
だ

ち
と

の
関

わ
り

方
が

わ
か

る
。

【
身

近
な

大
人

か
ら

友
だ

ち
へ

と
人

へ
の

関
心

が
広

が
り

つ
つ

あ
り

，
適

切
な

関
わ

り
方

を
学

ぶ
好

機
】

・
�カ

ー
ト

や
箱

ブ
ラ

ン
コ

な
ど

で
一

緒
に

遊
ぶ

機
会

を
設

け
，

教
師

が
修

正
し

た
り

介
在

し
た

り
し

て
，

友
だ

ち
と

の
適

切
な

関
わ

り
場

面
を

増
や

す
。
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てを検討した。

（３）指導の機会及び手だてについて

本校においては，特に知的障害の幼児教育機関として

知的発達を促し，豊かなコミュニケーションへの意欲を

育てる取り組みに重点目標をおいた。それが，ひいては

聴覚活用に結びつくとの仮説をたてた。

1）基本的考え方－幼稚部で大切にしていること

幼稚部における教育の二本柱は｢基本的生活習慣｣と｢遊

び｣（設定活動を含む）の指導であり（幼稚部運営計画より），

幼稚園教育要領解説（文部省1999）や保育所保育指針（厚

生省1999）でおさえられている幼児期の発達や特性を踏ま

えたものである。食事・衣類の着脱・排泄等の身辺自立は，

身体・運動機能の成長や認知発達に支えながら獲得されて

いく。また，母や父，家族との関係から教師，友だち関係

へと自らを取り巻く環境を広げていきながら，対人関係やコ

ミュニケーションの意欲は高まっていく。興味・関心の広がり

には外界の認知や操作と結果についての理解が必要となる。

自己刺激や常同行動ではない，ひとや物との豊かな関わりが

心揺さぶる｢遊び｣として一人ひとりに育まれることが大きなね

らいとなっている。

本児にとっても，身辺自立を含む基本的生活習慣の形

成と遊びの広がり，遊びのレパートリーの増加は，教育

目標の大前提として位置づけられた。また，生活や遊び

の場面全般に指導機会があると捉え，教員間で目標と手

だての確認と共有を行い，設定された場面だけでなく，

偶発的な場面でも共通した対応を行うようにした。

2）聴覚活用に関して

附属聾学校及び特別支援教育研究センターと連携し，

聴覚活用に関しては，生活場面での聴覚評価を参考に，

目標や指導の手だてを設定することとした。

聴覚評価に関しては，レポート２を参照されたい。

3）コミュニケーションについて

要求や拒否の意思が明確になっているので，それを適切

な方法で伝える手段を獲得することは，優先課題であると

とらえられた。聴覚障害に起因しているとはいえ，音声言

語による十分なコミュニケーションが難しい状況では，AAC

（Augmentative and alternative communication）の観点（津

田1998）から本児に適切な話し言葉以外のコミュニケーショ

ンスキル（身振り，サイン，写真カード等の利用）（窪田他

2002）を獲得していくことが，困った行動として現れている

不適切なコミュニケーションの改善にもつながると考えられ

た。特に遊びの場面では，伝えようとするモチベーションも

高いので，機会利用型指導（長畑他 2000）を意識し，積極

的に働きかけることとした。

4）認知について

見通しを持って安定して活動に参加するための手だて

として写真カードやスケジュールボードの使用は不可欠

であり，個別指導を中心にシンボルの理解を促していく

こととした。個別指導においては，パズル，ペグさし，シー

ル貼り，ジグソーパズル等の教材に一定時間集中して取

り組むことで指示の理解と注視，模倣する力が養われて

いくことをめざす。

日常生活場面では写真カードを徐々にシンボル化して

提示していく。遊び，個別指導，設定保育の中では，のり，

はさみ，セロテープなどの道具を用いた制作活動，絵の

具，筆などを用いた描画活動を設定する。おやつ場面や

給食場面で，お皿にお菓子を配る，スプーンを 1 本ずつ

配るなど，生活に結びついた場面で数量の理解，手指の

操作性の向上などの指導機会を設ける。

5）行動・社会性について

誤ったコミュニケーションの結果として生じている

困った行動と，見通しがつかないため，あるいは興味関

心の広がりが狭いために生じている離席や逸脱につい

て，コミュニケーションや認知発達の課題と相互に関連

させて取り組むべきものと位置づけた。

３．指導の経過と結果

（１）コミュニケーションの発達と行動の調整

コミュニケーションに関しては，教師との信頼関係の

形成，遊びの広がりの中で，まずは写真カードを用いて

の要求伝達から獲得された。やがて，必要に迫られたが

手元にカードがないという場面で，指差しや簡単な身振

りサインが使われ始めた。

アイコンタクトについては，時間遅延法で視線が合う

のを待つ場面が多かった。しかし，当初のように促しを

必要とせず，時間も2秒以下となった。

要求伝達場面でコミュニケーションブックを使用し始

めてから１ヶ月ほどで，情報の共有ややり取りを目的と

した「相互伝達系」場面での使用が始まり，それはやが

てサインを用いてもなされるようになった。

一方で，要求や関心が明確になった分，自己主張も強

まり，やりたいことへの要求，やりたくないことへの拒

否が強く示されるようになった。傾聴や注視行動の持続

は，聴覚活用の促進やコミュニケーションスキルの獲得

にも結びつくと考え，２年目の後半は，集団活動（あつ

まり）への参加時間を伸ばしていくことをめざし，具体

的には着席を促すこと，注目することを課題として取り
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表２　コミュニケーション指導経過と結果　（書式は長崎・小野里（2002）から援用）　太字斜体は指導の手だて

＊要求伝達系の記録は，その行動が初めて見られたとき　＊その他は，顕著なエピソードから　
年齢 要求伝達系 相互伝達系 言語理解 音声表出・聴覚活用

４：04 遊びの広がりにあわせ写真カードを用意（図２）
指差しのモデル提示
要求を伝える際のアイコンタクトの確認

写真カードを指差して外遊び
を要求

写真カードでの教師の誘いか
けに応じる

４：05 伝えたい相手への注意喚起（相手の肩をとんとんたたく）援助
「やって」「おしまい」「もう１回」等いくつかのサイン導入
スケジュールボードの導入（図３）

トランポリンでカウント
にあわせて発声

「やって」の意思表示
（おそるおそるサインで）

帰りの集まりで「おしまい」のサ
インを模倣

「おしまい（サイン）にする？」
の問いかけに行動で応答

４：06 集まりの後プールであること
を理解(写真)

４：07 「プールおしまい」に残念そ
うな表情

自発的に楽器遊び

４：09 髪を切ったとき「チョキチョキしたの」の問いかけに頭を触っ
て示す。

コンビカーに乗り「う～」
と発声

スケジュールカードを「ちょ
うだい」(サイン)と要求。

「着替え」の写真を持って着替え
に取り掛かる。

「コップ」の声かけに応じ
る

４：11 「いっしょ」＋「トランポリン」，指差し＋「やって」等，2語連鎖導入

「いっしょ」「トランポリン」
のサイン一部自発

「～したら～」がわかる

５：00 通園施設にて自発的に「トラ
ンポリン」サイン表出（この後，
通園施設とサインについて共
通理解を図る）

予定の見通しを「公園に行こうね」と写真カードで伝えると帽
子の絵カードを出し「帽子をかぶっていくね」と確認

造形で「つくる」サインを模倣

同じものを「同じだね」とサイン
で表す。

５：01 ミニカーやおやつの模型を「どうぞ」「ありがとう」とやりとり
あり

「おしっこ」があるか尋ねる。なさそうなので身振りで「ないね」
と確かめると「ない」と模倣。

５：02 他部の教員に自分の写真カードや
作品を指差して伝える。

音が止まるのを意識して
動きを止める。

５：04 「おいしい」サインを自発的に使
い始める

「みんな」「おいかけっこ」｢大事｣など，叙述や行動調整に関わるサイン導入

５：06 「おいしい」「うれしい」をその度
合いに応じて連打して示す

歌にあわせて発声あり

５：08 「おやつ」の選択・要求場面
で指差し＋「下さい」表出

車の写真の切り貼りを楽しみ，出
来上がった作品を指差して示す

車のお絵かきをしながら
たくさんの発声

５：10 １－片付け，２－お茶を理解
して片付けに取り掛かる。

音楽を聴きながらくるく
る回るなど，ダンスに参
加

６：00 スクールバスの更新について古いバスの写真カードと車庫にある
実物を交互に指差す。写真と実物を指差し「代わる」のサインで
伝えると納得。交代した自分のヘルパーさんの写真 2 枚を持って
きて「代わる」サインを表してもらい納得する。

階段で盛んに声を出す

６：01 いろいろなものを指差してから確かめるようなアイコンタクトがしばしば出現
⇒そのつどはっきり口型を見せ「それは○○だね」「○○だよ」と応答する

コピーしてほしい時，手を引
いて，本を指差し，自分を指
差し，もう一度，本，自分と
指差して伝える。（2 ～ 3語文）

おばあちゃんの家でも繰り返し「嬉
しい」を表出

友達の名前を聞き取り，
その子と手をつなぐ

友だちと「～ちょうだい」のやり
とりがなされる
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組んだ。

取り組みの手だてとして，「始まりの時間に，遅れず

着席する」「タイムタイマーで目標の時間を設定する」

「目標の時間着席できたら評価する（ご褒美として車

の写真をあげる）」「目標の時間は，本人と交渉しながら

徐々にのばしていく」があげられた。望ましい行動を形

成することをめざし，離席は可能な限り未然に防ぐよう

にした。そのつど，「いっしょ」「座る」「みる」をサイ

ンで伝える。終了時には明確に評価するようにした。　

参加状況の変化は図２，図３の通りである。

これらのグラフは「朝のあつまり」の場面のビデオを

記録し分析した結果を視覚的に示したものである。机や

椅子の配置が異なっていたり，歌や呼名の方法も異なっ

ていたりするなど，条件は必ずしも一定ではない。15

分間の記録の中で，本児の課題となっている「離席」，

目指したい「注目」や「模倣」の出現の様子をチェック

した。「注目」「模倣」については，持続時間でなく，30

秒間にその行動が生起していたかのチェック回数であ

る。なお，５歳 10 ヶ月以降の ｢ 帰りのあつまり ｣ におい

ては，自発的に着席し，離席なしの日が多く出現してい

る。

（２）認知発達について

認知面に重点を置いた個別指導の経過は表 3 の通りで

ある。

新版K式発達検査における検査結果の変化は以下の通

りである。（認知・適応面のみ実施）

生活年齢 得点 発達年齢 発達指数

５：０２ １９４ ２６M ４１

６：０３ ２４９ ３６M ４８

１年間で 50 点以上の得点の増加がみられ発達年齢も

10 ヶ月伸びている。内容的には，形の弁別や，積み木

の模倣構成に顕著な変化が見られたこと，手指の操作性

が高まり，線画の模写や折り紙の操作が可能になったこ

と，絵の指示や名称について問いかけを理解し指差しや

身振りで応答できたことがあげられる。

弁別や分類など，物を見分ける力が確かとなり，また

「～の次は～」という系列の理解も可能となり，日常生

活場面で，写真カードのスケジュールボードやタイムタ

イマーをガイドに見通しを持てるようになってきた。

（３）聴覚活用について

以上のように，対象児の諸側面の発達を根幹に据えて

｢ 個別の教育支援計画 ｣ を策定し，日々の教育実践を積

み重ねてきた。聴覚活用については，連携機関との情報

の共有を図り，アドバイスを受けつつ，知的障害教育の

機関として日常的な配慮を行うにとどまった。

結果的には，通園施設で実施された聴力検査上，聴力

にも改善がみられていることが明らかになった。

図２　集まりへの参加状況の変化

図３　集まりにおける注目と模倣の様子

（年齢）

図４　オージオグラム（6歳1 ヶ月時）

筑波本文2巻再校新.indd   19 07.12.11   0:06:55 PM



20

通園施設 ST からの「あゆみ」( 通知表 ) には，「ちょっ

と苦手なこと，好きでない課題でも終わりまで頑張れる

ようになって集中力がついてきたなと実感しています。

学期最後のマッピングや聴力検査も一人で最後までしっ

かりできました。」と述べられており，聴力検査の実施

状況に改善が見られたことが確認されている。また，庄

司らによる別稿のように，行動観察による聴覚評価から

も聴覚活用の質的変化が認められている。

４．考察

聴力検査やマッピングが可能になり，聴覚活用に改善

が見られたことが，はたして認知発達やコミュニケー

ション，対人意識の育ちや行動上の問題の改善とどのよ

うに結びついているかについて，厳密に言及することは

難しい。また，諸側面の発達の原動力となった「こころ」

の育ちについては，エピソードの中から推測するしかな

い。本児に関わる家族，通園施設等が共通の写真カード

やサインを使用し，本児の思いを受け止め，共感できる

ようになったことは，物投げ等の困った行動の消失を導

いたと考えられる。身近な大人や同年齢の友だちとの関

わりに喜びを見出し，伝え合い，わかり合い，思いの共

有に感動する経験を積み重ねてきたこと，興味・関心の

対象を増やし好きなことを手がかりに知的好奇心を高

め，探索・操作し，熱中して活動に取り組んできたこと

などがコミュニケーションの意欲を高め，認知発達を促

進したといえる。これらは幼児期の育ちを支える根幹で

あり，本事例においても例外ではない。

人工内耳装用の成果が上がり，聴覚活用が促されてい

くに伴い，また新たな課題が出現し目標の設定も変更し

ていくこととなろう。同様に，本児の QOL や将来の自

立に向けての課題も見通して，コミュニケーションのス

キル獲得や認知発達の更なる促進が求められる。本稿で

は触れなかったが，家庭支援，家庭との連携も不可欠で

ある。障害が重複していることに起因するニーズに対し，

関係諸機関が連携し，継続した支援を展開していくこと，

そのためのシステム作りについては，まさに今後の課題

である。　
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